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球，後頭葉等の血流低下を認めた．対照群との比較

では，解離性障害群にて小脳半球の血流低下が有意

であった．以上より，解離性障害が中枢神経系の何

らかの機能異常と関係する可能性が示唆され，同時

に特徴的な脳血流低下パターンより，客観的な診断

方法，鑑別診断としてのSPECTの有用性が示唆され
た．

9．CNSループスの”mTC・ECD脳血流SPECT
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［方法1テトロホスミン600MBqボーラス静注し，　first

passの収集を行った．　L5時間後に心電図同期心筋

SPECTの収集（L字型180°収集と対向型360°収集）

を行った．心エコーはTeichholz法にてLVBFを算出

した．［結果】EDV，　LVEFはL字型で対向型に比べ

やや低値に算出された．LVBFはL字型，対向型とも

にfi　rst　passと相関し，　L字型で心エコーと相関した．

血流像，局所EF，壁運動，壁肥厚のブルズアイの

画像の平均画像を作成した．局所EF，壁運動は中隔

側で低下し，壁肥厚では心基部側で低下していた．

11．WmTc・MIBIを用いた局所心筋血流量定量
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　SLEの経過中に精神症状を呈することは，しばし

ば認められるが，その有力な診断法はない．われわ

れは，CNSループスを疑った症例に9りmTc－ECD

SPECTの早期像，後期像を施行し，その臨床的意義

について検討した．対象は，SLEにて，治療経過中

の，15症例（CNS群5人，非CNS群10人）で，

SPECTにて得られた画像を，4Typeに分類し，比較

検討した．CNS群の方が陽性率が高かったが，非

CNS群は後期像で前頭葉内側の集積の低下を認めた

例を含むと，陽性率は上昇した．前頭葉の内側は，

SLE症例の大脳皮質で最も脆弱な部位である可能性

があり，ECD　SPECTの後期像の有用性が示唆され
た．

10．心電図同期99mTc心筋血流SPECTにおける左室
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Quantitative　Gated　SPECT（QGS）について健常人に

よる評価を行った．｛対象】健常人ボランティア8名．

　‘”’mTc－MIBI（MIBI）の持続静注とDynamic　SPECTに

より局所心筋血流量の定量化を試みた．MIBI　740

MBq（20　mCi）を20　m／に希釈し，シリンジポンプに

て持続静注を行うと同時に，Dynamic　SPECTを撮像

した．Patlak　plotにて解析を行い，心筋へのinflux

constant（Ku）を求めた．これをBN－NH、による局所心

筋血流量（F）と比較したところ，KuとFの間にはKu

＝ 0．057＋0．220F，　r＝0．83と良好な相関が得られ，

MIBIの持続静注とDynamic　SPECTを用いた局所心

筋血流量定量の可能性が示唆された．

12．IZII心筋製剤を用いたファーストパス法による安

　　静時心機能評価
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　［目的】1可心筋製剤を用いたファーストパス法によ

る安静時心機能評価．1対象】1週間以内に99mTcと1231

の両方のファーストパス法を施行された虚血性心疾

患の患者28例．【方法】多結晶ガンマカメラSIM400

に高感度コリメータを装着し，エネルギーウインド

幅は135－180keV，カットオフ値は約109。とした．

t211－MIBG・BMIPPはlll－148　MBq（3－4　mCi）使用し

た．［結果p柵Tcに比べ，1231によるLVEF値は約10％
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